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【R.I.  会⻑⾧長】  
 　 　K.  R.  ラビンドラン  
【R.I.  2780地区ガバナー】  
 　 　⽥田中 　賢三  
【第9グループガバナー補佐】  
 　 　⽯石﨑 　孝

【会 　⻑⾧長】⽊木村 　頼弘  
【副会⻑⾧長】久保⽥田 　知⼦子  
【幹 　事】柳柳井 　渉  
【副幹事】須藤 　公司  
【会場監督】⻄西 　  寛

会場：⼩小⽥田原卸センター内会議室  
⽇日時：2015年年9⽉月8⽇日 　12：30〜～13：30  
司会：須藤  公司  副幹事

✴会員誕⽣生⽇日  
杉崎   勝成さん…誕⽣生⽇日祝いありがとうございます。忘れ
ていました。63歳になります。早いものですね。  

✴奥様誕⽣生⽇日  
鈴鈴⽊木  ⻯竜哉さん…家内の誕⽣生祝いありがとうございます。  

✴その他  
執⾏行行部⼀一同…この所涼しい⽇日が続き、夜は秋の⾍虫達のコ  
ーラスも聞こえてきますが、また暑さがもどってくると  
か？⾵風邪など召されぬよう、お⾝身体をおいとい下さい。  

⼩小嶋  章司さん…⺟母が逝去致しました。とりかぶとも枯れ  
ました。皆様会葬ありがとうございました。  

⼤大川 　誠さん…本⽇日途中退席させていただきます。  

志澤   昌彦さん…辻村さん、本⽇日はよろしくお願いしま
す。  

【今後の例例会・卓話スケジュール】   

9⽉月15⽇日（⽕火）通常例例会  12:30  

9⽉月22⽇日（⽕火）休会  

9⽉月29⽇日（⽕火）通常例例会  12:30  

10⽉月6⽇日（⽕火）通常例例会  12:30  

10⽉月13⽇日（⽕火）通常例例会  12:30  
 　 　 　 　「クラブ協議会」 　 　 　  

10⽉月20⽇日（⽕火）通常例例会  12:30  
 　 　 　 　「クラブ協議会／ガバナー公式訪問」 　 　 　  

10⽉月27⽇日（⽕火）通常例例会  12:30  
 　 　 　 　「クラブフォーラム（⽶米⼭山）」 　 　 　  

【⼩小⽥田原城北北ロータリー・クラブ】  
事務局：〒250-‐‑‒0211 　⼩小⽥田原市⻤⿁鬼柳柳172-‐‑‒9  
電 　話：0465-‐‑‒37-‐‑‒1222 　 　FAX：0465-‐‑‒37-‐‑‒7377  
URL：http://www.odawarajhrc.jp 　  
Mail：info@odawarajhrc.jp  
例例会場：⼩小⽥田原卸センター内会議室  
創 　⽴立立：1976年年4⽉月2⽇日 　承認：  1976年年5⽉月8⽇日  
例例 　会：毎週⽕火曜⽇日 　12:30〜～13:30  
クラブ会報委員会  
監 　修：柳柳井 　渉  
編集⻑⾧長：  ⼩小林林  和彦  
コピーライター：⼤大川 　誠 　  
デザイン：⼩小林林  和彦  
フィールド：⼤大川  久弥・杉本  博愛

櫻井  康⼆二 　委員⻑⾧長

ニコニコ箱 累計 目標

9月1日分 12,000 181,500 1,300,000
世界へのプレゼントになろう 

Be a gift to the world

会員数：46名

❖ ニコニコ箱

12：30   開会点鐘：⽊木村  頼弘    会⻑⾧長  
ロータリーソング⻫斉唱  
「我等の⽣生業」  
スピーカーおよびビジターの紹介  
慶事祝福  
会⻑⾧長挨拶  
幹事報告／出席報告／委員会報告  
同好会報告／ニコニコ箱  

13：00 担当：荻野委員⻑⾧長  
卓話：松原神社宮司  村上道明  様  
 　 　「松原神社の歴史」  
 　 　

13：30 閉会点鐘：⽊木村  頼弘    会⻑⾧長

例例会報告：2015年年9⽉月1⽇日（⾬雨） 　第1902回 　通常例例会
■ ■ 今 後 の メ ー ク ア ッ プ 情 報 ■ ■   

-‐‑‒2015年年9⽉月-‐‑‒ 　  

‣9⽇日(⽔水)  ⼩小⽥田原北北 　報徳会館  12:30  
 　 　 　 　｢卓話：新会員⾃自⼰己紹介/芹沢会員・市川会員」  

‣10⽇日(⽊木)  ⼩小⽥田原中 　報徳会館  12:30  
 　 　 　 　｢卓話：クラブ協議会/ガバナー補佐公式訪問」  

‣11⽇日(⾦金金)  湯河原 　ニューウェルシティ湯河原  12:30  
 　 　 　 　｢会員による卓話」  

‣11⽇日(⾦金金)  ⾜足柄 　 　おんりーゆ〜～ 　12:30  
 　 　 　 　｢卓話担当：クラブ研修」  

‣14⽇日(⽉月)  ⼩小⽥田原 　お⽉月⾒見見例例会 　報徳会館  18：00  
 　 　 　 　｢担当：ロータリー家族親睦委員会」  

‣15⽇日(⽕火)  箱根 　  
‣16⽇日(⽔水)  ⼩小⽥田原北北 　報徳会館  12:30  
 　 　 　 　｢卓話：私にとっての⼩小⽥田原北北ロータリークラブ」  

‣17⽇日(⽊木)  ⼩小⽥田原中 　報徳会館  12:30  
 　 　 　 　｢卓話：新会員⾃自⼰己紹介/⾼高橋会員・⾼高野会員」  

‣18⽇日(⾦金金)  湯河原 　ニューウェルシティ湯河原  12:30  
 　 　 　 　｢会員による卓話」  

‣18⽇日(⾦金金)  ⾜足柄 　 　おんりーゆ〜～ 　12:30  
 　 　 　 　｢卓話：ガバナー公式訪問」  

‣21⽇日(⽉月)  ⼩小⽥田原 　休⽇日休会  
‣22⽇日(⽕火)  箱根 　  
‣23⽇日(⽔水)  ⼩小⽥田原北北 　休会  
‣24⽇日(⽊木)  ⼩小⽥田原中 　報徳会館  12:30  
 　 　 　 　｢クラブフォーラム／ガバナー公式訪問」  

‣25⽇日(⾦金金)  湯河原 　ニューウェルシティ湯河原  12:30  
 　 　 　 　｢会員による卓話」  

‣25⽇日(⾦金金)  ⾜足柄 　 　おんりーゆ〜～ 　12:30  
 　 　 　 　｢卓話担当：職業奉仕」  

‣28⽇日(⽉月)  ⼩小⽥田原 　報徳会館  12：30  
 　 　 　 　｢クラブ協議会／ガバナー公式訪問」  

‣29⽇日(⽕火)  箱根 　  
‣30⽇日(⽔水)  ⼩小⽥田原北北 　報徳会館  12:30  
 　 　 　 　｢卓話：元⼩小⽥田原北北ロータリークラブ会員⽯石⽥田/  
                 　 　 　 　 　東洋医学について」

本日の例会：通常例会（第1903回）

楽しさと感動を呼ぶ一年にしよう

❖ 会員誕⽣生⽇日
杉崎 　勝成さん（9⽉月2⽇日）

❖ 奥様誕⽣生⽇日
中村 　弘美さん（9⽉月3⽇日）  
鈴鈴⽊木 　延江さん（9⽉月6⽇日）

　相応しい会員をご紹介ください！

R A C  
会員募集中

雑誌広報委員会    杉崎勝成  委員  
先週配布されたロータリーの友はお読みいただけましたでしょ
うか。先ず縦書き4ページからは、今年年2⽉月に2520地区（岩⼿手  
宮城）で開催されたIMで語り部の武蔵裕⼦子⽒氏の講演の記事で
す。友さんの⽴立立派なお家のような写真が載っていますが、東⽇日
本⼤大震災から4年年半が経ち記憶を絶やすことの無いよう語られ
ています。その経験から後半に被害を最⼩小限に抑える⾏行行動規範
が書かれています。最後の⾔言葉葉で「故郷を思う⼼心までは流流され
てはおりません」に復復興に向けた前向きな⼼心強さを感じます。  
 　続いて13ページの「友愛の広場」からですが、昨年年度度⾼高崎RC
は64名のから9ヶ⽉月で37名の増強をしたそうです。会⻑⾧長⾃自らが
陣頭指揮をとり会員のモチベーションを⾼高めその成果があった
ということは、リーダーがクラブに対する思いを全ての会員に
伝える努⼒力力次第で更更なる⼤大きなパワーを⽣生み出せる証だと思い
ます。  
インナーホイールクラブ（Inner  Wheel  Club）という⾔言葉葉をご
存知ですか？32ページの下段に注釈がありますが、ロータリア
ンの夫⼈人による国際組織だそうです。31ページから32ページに
かけての札幌東RCの記事中に出てきます。最後は横書きの14
ページに先⽉月号と2回にわたり例例会の⾷食事エピソードについて
特集されています。第9グループでも箱根RCや湯河原RC

のカレーの⽇日とか⾜足柄RCのバイキング形式の⾷食事とかがあり  
ますが、いつも出されたものを頂くことに慢性化してる中にこ
の記事を読むと⾊色々な⼯工夫や楽しみ⽅方が伺えます。何年年か前に
箸袋に名前⼊入りの「マイ箸」が配布され今もご使⽤用されている
尊敬すべき会員もおられますが、その「マイ箸」を使⽤用し週替
わりで5つの業者と提携し特⾊色ある⾷食事をしている記事が最初
に書かれています。また⾷食事中にBGMを流流したりと優雅なひと
時を過ごせそうです。また、15ページを⾒見見ると豪華なホテルの
ディナーショウの夜間例例会も良良いですが、バーベキュー例例会も
安価で親睦・交流流が深まり楽しく出来そうなので、会⻑⾧長時代に
やれば良良かったと思います。それから河野さんのご紹介で5年年
前のIMの講師でお世話になった伊那RCの塚越  寛⽒氏に関するこ
とも書かれています。その前年年度度に優良良企業訪問でも塚越⽒氏の
伊那⾷食品⼯工業に⾏行行きこの敷地内にある「ひまわり亭」で昼⾷食を
⾷食べましたが、伊那RCの健康的な⾷食事はここが作っているそう
です。毎週例例会の⾷食事も毎回楽しみに思えるように⼯工夫がされ
ると良良いですね。  
 　次号の「ロータリーの友」の特集は「例例会を楽しむちょっと
したコツ」です。早く読みたい⽅方は「ロータリージャパン」の
ホームページ内の「ロータリーの友  電⼦子版」を⽉月末頃に⾒見見てく
ださい。IDとパスワードは(rotary)です。  
 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

■雑誌広報９月号報告　
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例例会報告：2015年年9⽉月1  ⽇日（⾬雨） 　第1902  回 　通常例例会
会場：⼩小⽥田原卸センター内会議室  
⽇日時：2015年年9⽉月1⽇日 　12：30〜～13：30
❖ 会⻑⾧長挨拶

【⽋欠席者】9名  
 　 　中村  維孝、⼩小嶋  章司、河野  秀雄、太⽥田 　忠、  
 　 　⼩小川  和夫、須藤  公司、杉本  博愛、⼤大川 　裕、  
 　 　上⽥田  博和  
【今回MU】0名  
【前回MU】増加なし  
【前々回MU】増加なし

❖ 出席報告

「識識字率率率向上」について  

⽊木村  頼弘 　会⻑⾧長 　  
今⽉月は「基本的教育」と「識識字率率率向上」
⽉月刊です。今⽇日は「識識字率率率」についてお
話します。現在の世界の⼈人⼝口72億5千万
⼈人おります。45年年後の2060年年には100
億を超えるといわれています。⽇日本の⼈人
⼝口は減少傾向ですが、世界的の⼈人⼝口は爆
発的に増加します。⼈人⼝口の増加と共に、
読み書きのできない⼈人⼝口も増加している

といわれています。  
 　そもそも識識字率率率の定義とは、15歳以上の⼈人に対する、読
み書きができる⼈人の割合とされています。ユネスコの統計に
よると、世界で読み書きのできない⼈人は15歳以上で、7億
5.000万⼈人以上いると⾔言われています。その内⼥女女性が64％
を占めています。しかし、この数には14歳以下の⼦子どもが
含まれておらず、世界には学校に通う事の出来ない⼦子供がさ
らに19億⼈人いると⾔言われています。両⽅方合わせると世界の
⼈人⼝口の1/3の26億⼈人以上も読み書きの出来ない⼈人達がいると
いうことになります。  
 　⽇日本では、読み書きの出来ない⼈人は先ずいません。統計上
の識識字率率率の実質は100%だと考えられます。だから、識識字率率率
の向上についてと⾔言っても、多くの⽇日本⼈人には関⼼心の薄い問
題と思われても仕⽅方がないのかも知れません。  
識識字率率率が低いのは、やはり発展途上国で、東南アジア・アフ
リカ⼤大陸陸では50％を切切る国も多く、25％しかない国も幾つ
かあるそうです。  
 　私も仕事でカカオ農園の視察にインドネシア・マレ－シ
ア・シイガポ－ルとか⾏行行きましたが、街中ではストリ－ト
チュルドレンを結構⾒見見かけました。⾞車車が⽌止まるたんびに物を
売りに来ます。また、カカオ農園では⼩小さい⼦子供達が働く、
児童労働の姿も⽬目の当たりに⾒見見てきました。ヨ－ロッパの
チョコレ－ト業界では、フェアトレ－ドチョコレ－トといっ
て、カカオの⽣生産現場で児童労働に関わっている農園から
は、原料料を買わないといった、児童労働をなくす取り組も進
んでいます。しかし、貧しい国では児童労働をなくせば、そ
れが教育を受けられる事につながるのかと⾔言えば、そうとも
⾔言えない問題もあります。  
 　世界中の⼦子供達が基本的な教育を受け識識字率率率が向上すれ
ば、貧困、病気・⽔水の衛⽣生、紛争、すべての分野において問
題解決につながる事だと思います。  
この特別⽉月間を機会に、世界には読めない、書けない、計算
が出来ない26億⼈人の⼈人達がいる事を再認識識すると共に、私
たちに出来る事は沢⼭山あると思いますが、なぜ、私達はそれ
を⾏行行動に移せないのか今⼀一度度、考える良良い機会だと思いま
す。これをもって挨拶といたします。

柳柳井 　渉 　幹事  
1)  9⽉月のロータリーレートは124円で
す。  
2)  5⼈人グループ会合を開催をお願いしま
す。  
3)  ⼩小⽥田原市尊徳記念念館より第58回「尊徳
祭の案内」のポスター来ています。

出席報告 会員数 出席 M.U 出席率率率

9⽉月1⽇日 46(40) 31 0 77.50%

8⽉月25⽇日 46(43) 34 1 81.40%

8⽉月11⽇日 46(45) 38 1 86.67%

❖幹事報告

阿久津  馨 　委員  

「⾥里里⼭山のミッション」  
辻村植物公園  
辻村  百樹 　様  

辻村農園・辻村⼭山林林8代⽬目当主の辻村で
す。また、T-‐‑‒FORESTRYという会社でフォ
レストアドベンチャーという⼭山でのレ
ジャー施設を運営しております。今⽇日の
テーマは「⾥里里⼭山のミッション」。⼩小⽥田原は
⾥里里⼭山に囲まれ街があり海があり、コンパク
トに⾊色々な⾃自然がある地域です。その中で

⾥里里⼭山はどうあるべきかお話ししていきたいと思います。  
私の家、辻村家初代は吉⽥田島出⾝身で⼩小⽥田原に出て商⼈人となり
ました。三代⽬目の甚⼋八郎郎が繁栄させて⼤大きな商家となりま
す。当時の⼩小⽥田原は富⼠士⼭山の噴⽕火や地震など災害が多くて、
お⾦金金に苦労した藩でした。そこでお⾦金金をご⽤用⽴立立てし、それに
よって辻村という名字と帯⼑刀を許されたそうです。ご⽤用⽴立立て
したお⾦金金の代わりに威張⼭山（いはりやま）を頂き、辻村⼭山林林
が始まりました。五代⽬目が商売から⼭山林林業に中⼼心を移し、私
の祖⽗父・六六代常助が城⼭山、⼋八幡⼭山にかけて辻村農園を開設し
ます。そして私の⽗父が農園の⼀一部を⼩小⽥田原市に譲って「辻村
植物公園」が平成2年年に開園しました。  
 　辻村家は進取の気⾵風があり、⼤大正6年年頃に⽔水⼒力力発電所を建
設しています。製材⼯工場の機械を動かすための電⼒力力と⼭山に
あった⾃自宅宅の電気、近くにあった紡績⼯工場への売電も考えて
いました。また、種の通信販売なども早くからやっていまし
た。祖⽗父の常助は独学で英語・フランス語・ドイツ語を学
び、それで⾊色々輸⼊入が可能になったようです。園芸事業にも
傾注して園芸専⾨門誌を作ったりしました。その弟の伊助は登
⼭山家で、本場スイスの⼭山に登りたいと⼤大正2年年に渡欧し、各
地を巡りながらヨーロッパの⼭山々を踏破しました。初めてス
イスの冬⼭山を登った⽇日本⼈人で、紀⾏行行⽂文「スウィス⽇日記」は今
も⽂文庫で出ています。  
 　現在の辻村農園は約70ヘクタール（20万坪）ほど。⼭山林林
が8割で2割が農園です。⼭山林林はスギ、ヒノキの⼈人⼯工林林が7
割、昔からある広葉葉樹の⾃自然林林が1割、メガソーラーや⾊色々
な開発で使っている部分が1割となっています。農園は8割が
梅園でミカンが1割、⽵竹林林が1割といった構成です。  
 　森を育て維持する⼀一番の⽬目的は⼤大気循環、⽔水脈形成、動物
や昆⾍虫の⽣生きるフィールドです。そして森というのは昔、全
てのエネルギーの根源でした。その後、⽯石炭になり⽯石油にな
り原⼦子⼒力力まで⾏行行くのですが、昭和初期までは料料理理やお⾵風呂呂に
薪を使う家も結構ありました。⼈人間の⽣生活と⾃自然をどう共⽣生
させていくかが森を育てる上での課題となります。「森は⾃自
然のままにしておけばいいじゃないか」という⾃自然保護団体
の⽅方々もいらっしゃいますが、⼈人間が⼿手を⼊入れる意義はもち
ろんあります。例例えば針葉葉樹と広葉葉樹の共⽣生。材⽊木として使
う針葉葉樹、家具などに役⽴立立つ広葉葉樹、そういった様々な⽊木の
共⽣生をどうバランスよく取っていくか。樹種の多様化も必要
です。⾼高い⽊木、低⽊木、苔類などの⾊色々な種類、また南の暖か
い地⽅方の⽊木、寒さに強い⽊木、⽇日本列列島の四季にバランスよく
合う⽊木があります。樹種の多様化によって動物や⿃鳥、⾍虫たち
の⽣生きる道を広げる様々な森を作れます。間伐の実施も⼤大切切
です。間伐は良良い⽊木を育てるための⼿手段の⼀一つですが、建築
でも⽊木造が減ってベニヤや集成材が多い時代になり、そのた
めの間伐ばかりが独り歩きしています。本来は途中経過の結
果でそれを適材適所に使ってきました。間伐により⽊木と⽊木の
間が空いて太陽の光が地⾯面まで届きます。すると下草が⽣生
え、洪⽔水などを防いで⽔水を受け⽌止めてくれます。

これは⾃自然に任せていると難しく、⼆二宮⾦金金次郎郎も⽔水の管理理に
⼀一番苦労したそうです。森を育てるには⻑⾧長い時間をかけた保
守が必要です。地拵えという植える前の地⾯面を拵えることか
ら始まって、⽊木を植え、下草を刈り、良良い⽊木以外を抜いた
り、10年年単位で間伐を⾏行行い、最後に⽊木を伐るまで。50年年か
ら90年年かかります。⽊木を伐って市場で値がつくまでそれだけ
の時間と労⼒力力をかけ、売れて初めてお⾦金金になり回収できる。
その1回だけです。そこが毎年年収穫可能な農場との最も⼤大き
な相違点です。税⾦金金上の経費算⼊入というのも伐採したその時
しか認められません。育てている間は経費として認められな
いのです。また相続税上の問題点は⽴立立⽊木にも税⾦金金がかかるこ
と。祖⽗父の代で伐らなければ相続税がかかり、それを⽗父の代
でも伐らなかったらまた相続税がかかるのです。200年年300
年年の⽊木は何代にも渡って相続税がかかるというのは不不思議な
税制です。江⼾戸時代からずっとある⽊木は何も変わらないの
に、⼈人間は背景や経済環境が変わっていきます。明治時代か
ら経済発展の時は売れたし、戦争になれば防空壕⽤用の⽊木材を
提出させられました。戦後は使いすぎて禿⼭山になったところ
にやたら植え、その時の⽊木が伐れる状態になったら今度度は⽊木
材の需要が無くなってしまいました。時代の変化に翻弄弄され
るのが林林業です。今の⽊木の値段は昭和37年年と同じ⽔水準です
が、⼈人件費は20倍になっています。合うはずがありません。
現実の経済と乖離離しています。⽊木の需要の変化を⽣生産調整に
活かしていくのは⻑⾧長期すぎて難しいものです。⽇日本の⽊木材⾃自
給率率率は、戦後はほとんど100％でしたが、輸⼊入材が増え平成
12年年には18.2％になってしまいました。でも⼭山にはどんど
ん⽊木が成⻑⾧長している、というのが現実です。  
 　林林業は崩壊しつつありますが、辞めたら森はどうしようも
なくなります。撤退
はできませんが、⽊木
材⽣生産林林業からは脱
却したい。そこで⾥里里
⼭山の役割として⻑⾧長⼤大
な時間軸を踏まえな
がら新しいニーズを
発掘していかなけれ
ばならないと思って
います。  
 　⾥里里⼭山のミッションとして4つ⾃自分に課しているもの。  
1）素材の⽣生産。基本中の基本で、⽊木材・果実の⽣生産です。
果物だけでなく筍やお茶茶なども含みます。  
2）エネルギーの創出。昔は⽊木材、枝、葉葉、実、枯草、全て
を活⽤用していました。現在はペレットやバイオマスの発電な
どを始めています。  
3）⽣生態系の保存。⽣生物の多様化、⿃鳥獣被害の対策です。適
正捕獲、⾷食物連鎖を適正化することを考えています。  
4）余暇の提供。これは今まで森林林でやっていなかったこと
です。⼭山に⼊入ると⾊色々なことができます。歩く⾛走る登る下り
る⾶飛ぶ和む寝る⾷食べる安らぐ…それに対応する⽅方法を考え
て、⼭山を余暇に利利⽤用して欲しいと思っています。  
 　⾥里里⼭山の課題は地産地消。⼩小⽥田原でぜひ地元⽊木材建築の拡⼤大
を進めたいし、公共建築にも利利⽤用して欲しいです。⼦子どもた
ちには「⽊木育」として⽊木に触れてもらって⽊木材のルーツを知
り、本物を⾒見見て⽊木の良良さを分かってもらいたい。フォレスト
アドベンチャーというワイヤーを使って⽊木から⽊木へ渡って遊
べる施設も展開しています。森をそのまま活⽤用しているとこ
ろがポイントです。他にも⾊色々な企画を考えています。森作
りは時間のかかる取組みですが歴史の継承でもあります。ぜ
ひ遊びにいらしてください。

❖ 卓話

❖Table  Flower
• デルフィニウム  
• トルコキキョウ  
• スプレーバラ  
• キノラパン  
• リビストニア  
【花⾔言葉葉】  
デルフィニウム：「清明」  
トルコキキョウ：「優美」「希望」  
スプレーバラ：「温かい⼼心」「⼀一時の感銘  」  
キノラパン：「永遠にかわらない愛」

❖委員会報告
40周年年実⾏行行委員会・杉崎委員⻑⾧長  

9/29（⽕火）第3回委員会のお知らせです。今回は結束を深め
るため懇親会を⽤用意しております。ぜひご出席ください。記
念念式典まであと半年年少しになりました。各部会には宿題をお
出ししてありますので発表をよろしくお願いします。  


